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第七章(研究 5) では、不安の強い患者 2 名の初回の箱庭制作について事例研究を行なった。二
つの事例では、研究 1 から研究 4 までの観点を踏まえ、印象、“イメージの類型"、特徴的な制作
行動などから多角的にアプローチしたところ、制作者理解についての基盤を生成することが可能
であった。この理解は、従来の作品の象徴解釈から得られる理解と異なり、制作者個人の対人パ
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ターンや自我機能などについての仮説を生成するものであった。
第三部の「総合考察J (第八章)では、前章までの諸研究を総括し、本研究の貢献と限界、臨床
実践への示唆について述べている。五つの研究からは、いずれも箱庭表現と不安との関係が見出
された。また、制作者の自我の影響を受け、不安はさまざまな形で表現されていた。従来、箱庭
療法におけるクライアント理解は、作品の象徴性を読み取ることで試みられてきた。しかし、解
釈の怒意性がもっ弊害や、クライアントに象徴的表現の準備性が乏しい場合は有効性を持たない
などの問題がある。本論では、象徴性によらない制作者理解の方法を検討し、その有用性を示し
た。印象、行動、作品など多角的に検討することで、制作者について仮説を生成することが可能
であり、それはまた、より妥当性の高い象徴解釈を導くものと考えられる。
〈論文審査の結果の要旨〉
箱庭療法は、砂箱の中へ自由にミニチュアを並べ、制作者のイメージ表現を行う非言語的な心
理療法である。日本には昭和 40 年代に紹介され、今日では、教育・医療を中心に広く普及してい
るものの、箱庭療法に関する実証的な研究は乏しい現状にある。
本研究は、箱庭制作者の感情、特に不安に焦点、を当て、不安がどのように箱庭作品や制作行動
に表現されるかに関して多角的なアプローチを試み、それらを通した箱庭療法における制作者理
解の新たな視点を検討したものである。
本研究の知見は多岐にわたるが、評価すべき第一の点は箱庭療法を心理アセスメントの方法と
して利用する可能性の開拓である。従来、箱庭療法は心理臨床の現場では、もっぱら心理療法・
心理的支援のーっとして用いられてきており、心理アセスメントの方法としては利用されておら
ず、学術的にもそのようなアプローチは稀であった。本研究においては、箱庭作品に対する印象
評定及び制作行動のミクロな分析を通じて、不安感情下で制作された箱庭作品が他の感情下で作
られたものと異なる印象を与えること、及び不安の高い者が示す箱庭制作行動が不安の低い者と
異なることを示した。これらのことより、箱庭療法が心理療法のみならず心理アセスメントとし
ても利用しうる可能性が示唆された。
第二の点は、上記の点とも通ずるが、箱庭制作行動に関する新たな分析カテゴリーを提示しえ
たことである。これまで箱庭療法における関心は主に完成された作品に対して向けられており、
制作のプロセスに関しては看過されることが多く、検討された場合でも、制作時間、初発制作時
間、砂の使用の有無などごく一部の指標のみ取り上げられてきた。本研究においては、“視覚探索"、
“接触探索"等、箱庭制作における八つの中核的な行動を入念な手続きの下、独自に定義し、 5 秒
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ごとにそれら出現数をチェックしている。これにより、箱庭の制作プロセスを詳細に記述するこ
とが可能となり、今後の類する研究に対して基礎的資料と共に新たな視点を提示しえた。
このほか、「不安の高い者」という臨床心理学の領域で直面することが多い人々を対象とした実
践性、精微でよく配慮された実験手続き、「イメージの類型」という制作者の語りを中心とした箱
庭作品に対する分析カテゴリーの提示など、先行研究には見られなかった研究の切り口も評価に
値する。
本研究の限界としては、制作者の不安と箱庭作品あるいは制作行動との関連について防衛や退
行などの自我機能から説明しているが、一層の踏み込んだ考察が望まれる点、印象評定が専門家
ではなく一般大学生にとどまった点、研究開の結果の関連性に一部不明瞭な部分があることなど
若干の難がある。しかし、従来、事例報告的な研究が大半を占め、実証研究が極めて乏しかった
箱庭療法の研究において、定量的手法を中心に多角的なアプローチをし、箱庭制作者の理解に関
する新たな視座を示した点は、評価に値するものである。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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